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キンリン病⊃
傘碑J､｢nT/L偶ぎ~オー5勺.●
-.-, 《日 時》子3?050竺196:Eol(豊恩 2:,0,

Qt 《会 .場》 つくばふれあいプラザ 1

粁 茨城県つくば市下岩崎 2164-1
㍗,1.; TEI.:029-876-2311 (代表)

共催‥全国′← キンソン薪友の会 哀如 支申 l入場無料､事前申込み不辛"
日本イーライリリー捷式会社

練姓:哀城県､茨城県医師会､茨城れ有lI協会.竜ケ叫保七所､茨城斬叩杜､常HLリビングtt.扶禿斬由社

茨城県社*福祉協ZI会1.茨城丸根病団体連結曲託会_全国バーキンソシ頼友の会 現在中af中の団体もございます.

ヽ ′

-∵巌 つ∴ノー

13‥00-13:10全国バ-キンソン森友の会茨城 県声部 支部長 清水昇勝

13-10-I3.aO F′i-キンソン病の病態についてJl 取手tB同病院 副院長

新谷 周三 先生

13:30-13.50Fバ-キンソン病の乗物治療について1 筑波技術短期大学 教授

墾 璽 塾 大越 教失 地

14:00-14:20FJt-キンソン病の理学女達(音楽療法)についてJ穎天堂大学 講師

林 明人 先生

1420-14:40F/i-キンソン病の日常生活について』 茨城県立医療大学 数捜

歴 麺 囲 永田 博 司 戯

司会 :茨城県立医療大学教授 永田t+司 先生

14:56-18:40 パネルディスカッション(Q&̂ )※ 日常の疑問点について討itLます一

･{ネラー:新谷周主先生､ 大連敦夫先生､ 林 明人鞄隼 清水昇勝

1840-16:45全国パーキンソン病友の会茨城県支部役長 寺門正次

｢~惑 盃 恵恵 三云 こ こ 二 二蒜

お問い合わせ先:全国バ-キンソン荊友の会 茨城県支部 事務局

〒315一･(氾18茨城県石岡市若松一丁目7-5 TEL:0299-2215580
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第2回/i- ‡ ンソン病フォ ー ラム i n川錆 さの鋤 文

茨城県支部長 滑水 昇勝

只今紹介頂きました､清水です.,皆さ

ん本日の罪2回パーキンソン病フォーラ

ムinいばらきにご来場頂きありがとう

ございます｡この催しは日本イーライリ

リー社のご援助より開催できました｡会

を代表してお礼申し上げます｡尚､この

ことについて､茨城県をはじめ､多数の

e 行政機関 ･団体のご棚 を得てご後漠を

頂き我にありがとうございます､

全国パーキンソン病友の会は､すべて

のパーキンソン病患者は人間としての尊

厳を侵されず､医療の進歩と研究に寄与

するとともに､療養生活の質の向上と社

会的啓発活動､相互の支援､親睦および

国内外の関係爵団体との交流を図り､パ

ーキンソン病の根絶を目増し活動するこ

とを日的とし､患者 ･家族により自主的

に活動を行っております｡

私たち､茨城県支部は､昭和61年 (-

1986年)に県内におけるパーキンソ

ン病の社会約認鞍を高めることにより｡

C 讐 冨讐 三雲苦芸誓 ,L表芸誓 言豊
目の支部として､会月76名で発足しま

した｡それから20年を迎え現在会員1

40名に当初の2倍になりましたが､茨
城県では約3000人のバ-キンソン病

患者がいるものと推定されます｡しかし

特定疾患として県に申請している数は1
000人少なく､茨城県支部ではパーキ

ンソン病の更な啓発活動と会員増強の必

要性を感じ､昨年の11月にひたちなか

市のしあわせプラザに於いて､第1回パ
ーキンソン病フォーラムを開催しました

ころ｡大変好評を得ました｡

この度､県南方面の皆様のためにと､

県南の基幹病院から現場でご活躍されて

いる4人寺門の先生の､ご協力を頂きま

して､欝2回パーキンソン病フォーラム

を盛大に開催出来た事を感謝申し上げま

す｡弊1部は､パ ーキンソン病をあまり

ご存知ではない方向けに､パーキンソン

病の病態から薬剤治療､音楽凍法などに

ついてお話頂きます｡

弟2掛 ま､すでに辞意や治療について
認故されている方向けに､パネルデjス

カッションの形式で､′日東の間瀬点につ
J

いて､専門医の先生の方々た討論して頂レ~T
きます｡又､友の会について質問もお受
け致します､昔さんからの活発なご

を頂きたいと思います｡

尚､1階受付の先の展示コナ-テモi

友の会茨城県支部発足20年を記念L-で､

これまでの活動記録をパネルなどで紹介

してありますので､どうぞご覧下さい｡

私たちのバ-千.ンソン病の治掛 こつい

て､只今盛んに行われている､脳深部刺

激療法､または､細胞移植 ･遺伝子治療

の研究､或いは新案の円舞が進められて
i

いますDこの病気の殺治を革いたいとも

のです｡

最後に､フォ-ラムの開催の目的は会

員の発掘のためでもありまので､友の会

に入会をお勧め致しまして｡ご挨拶と致

します.,

本日は本当にありがとうございます｡

- 3-



第2回バ-キンソン病フォーラム INいばらき市町村別参加者&マスコミ別数
2005.9.18つくば市ふれあいプラザ多目的会場

軌ノ 衣 常 サビン エlJ- # 知 そOt 合.. bE.

〈は市 03 3 6 3 2 8 15 6 3 49 23. 38
市 1 3 1 1 5 4 1 ll 2 2 31 10. 03
ケ埼市 0 003 1 00 10 2 1 18 8. 23
手市 01 1 01 009 1 3 16 7. 21
清市 0 0002 2 2 0 04 12 5ー 16
谷市 0001 0 003 1 4 10 4. 0000000003 0 03 1. 00
l~_ 0 1 0 0000002 -3 1. 00
海i野市 0 ･0 1 0 1 01 0 003 1, 00

0 0 0000 2 1 1 ~2 6 2. 00
戸市 001 0000 4 013 8 3. 00

0 000000⊥ 00; 1 0. 00 I+ノ
たちを婦 0 01 0 0 00 1 1 03 1_02
ヒ茨城市 0 01 0000 0001 0, 10
方市 003 00000003 1. 10
日立市 0 -0 0 0 90 0 2 0 02 0. 00
市 1 0 0090 0 0_01 2 0-00
tT 0 1 00 0 0 00 00 1 0. 03

知 港 町 1 0■0 0 0 1 001t O 3 1. 02豆転 l0 O 0 0 00 9~2 0 3 5 2_ 001
岩瀬町 l0 1 000 00 0001 0. 00
拝代川町 o■ ひl__1 000000 0I 0. 0lo
匪野里町7--9- 0､ 1､o000 00 01 0_ 03
匪城町 0 01 一0 00-0 1 002 1.00
師 町 0 0一一0 00 0 0 ;I一l 0 0 1 0_00
飯浦町 001‥o000 a003 3-1.00
匪和原村 ~o 1 ∫_1 0 000 01-03 1_ ~10
治村 0仙po00 0 0 0.01 01 0ー00
戸市~‥′00.0000_0 1 001 _0. 00 ヽ
晩孫子市 0∴ 0 0 0 0 003 2 1 6 2.00
晦.榔 ･0 ･tJQ=00 000003 3 1.00
計--.丁 ー■ー3-r/1号 ..~16 ll 14 10 14 73 19 38.210 100.
▲ _4 5.7 7.6 5. 6_ 4. 6_ 34_ 9. 18.刀100,
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第2回パ弓ンソン病フォーラLinLlばらさの謝辞

本日は､講師の先生方､会員の皆様､

そして一般参加の菅様方､ご多忙の中を

このフォーラムにご参加いただき､有襲

うございました｡本日の参加者数は､会

貞44名､一般参加者210名で合計2

54名でございました｡この一般参加の
方々の中には医療17名介音5名の関係

と報道の方であったかなと自負いたして

おります｡そういった意味からも､本日

ご津浪を頂きました4人の先生方には､

改めて深甚なる感謝を申し上げる次夢で

ございますb

本日は､4つのテーマについて勉強さ

せて頂きた訳でございますが､特に関心

を持って拝聴いたしましたのは､本会と

しては初めて取り上げて頂きました音楽

療法についてでございました｡ぜひIJバ

ビリの中に取り入れて､生活の質いわい

るQOLの向上に努力して参りたいと存

じます｡尚､林先生がお書きになったこ

の音楽療法のCDブックは､本日受付で

販売いたしておりますので､ご希望の方

茨城県支部役鼻 寺門 正次

は､是非お買い求めの上､音楽20曲と

説明とが入っております添付のCDをご

活用いただければと考えております｡

更に､パネルテスカッションでは､鮎

沢先生のお話に関わる手術の問題が取り

上げられ､その他にもかなり本音でのお

話 し合いが行われまして､本当に実のあ 6,
るフォーラムになったと感銘を受け次第

でありました｡｡

又､先ほど来､清水支部長の挨拶を初

め､パーキンソン病友の会-のご入会の

おきそいを何度かいたしておりますが､

ご本人と家族の会ですので､お一人ご入

会下さいますよう､お願いたします｡

来月10月15,16日の二El間､友

の会々鼻による楽しい宿泊交涜会がひた

ちなか市に於いて行われます｡,多数の会

良の皆様のご参加をお待ちいしておりま

す｡･以上をもちまして､第2回パーキン

ソン病フォーラム inいばらきのすべて

芸言霊誓 言.Li芸去苦言og苦言で,fL至境 敏

訃報 (平成 17年2月18-平成 1,年 10月31日)
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患者 ･家族 交読会 に事情が 机 欠席 す る会 員碩 L)-'･▲

役負の皆様ご苦労様です､私は半月の

入院をして退院したばかりです｡今回は

申し訳ございませんが欠席させて頂きま

す｡ T村 女性

いつもお世話に成っています｡今回も

出席出来ませ/L,､宜 しくお顧い致します

｡後で金串を見てると出席してみたいな

-と患います｡尊さ/LJが楽しくすごして

いるのがうかんできます｡

私の体は最近薬の効果が短く成ってき

ました｡メネシット1日7回と食後の薬

を3回呑んでたのを忘しまい､2時間お

き1こ呑んでも午前中は薬が効く､切れる

と歩行が止まる､先の物が取れない効果

が有る時になんとか歩ける､筋肉のしめ

つけこれをこらえていると汗がびっしょ

りに成ってしまう､ひどい時は顔がお面

の感に成◆って茄だれたらたらと凍れる｡

K市 女性

近くでの交流会､是非出席したかった

残念ながら､体謝不良で欠席させて頂きま

(C 忘蒜警悪霊雷芸ヒ三吉望;.b芸孟ま芸孟

日頃は何かとお世話に成っております

最近はスムーズに声が出にくく､食事の

箸使いも患うようにならなずスプーンで

す｡少しずつ症状が進んでいるようです

昔さんとの交流にも参加出来ず残念です

今後とも宜しくお願いします｡T市男性

皆様､お変わbありませんか､足のむ

動かしています､交洗会の成功を祈って

おります｡ H市 女性

今年は私事で出席できません｡昔さん

によろしく伝え下さい｡ Y市 男性

いつもお世話になりありがとうござい

ます､たまには参加をと思うのですが､

本人が行きたがりませんので申し訳あり

ませんが欠席します｡ T市.家族

いつもお世話に成っております｡私た

ちは従兄弟会といって新年会をやっり､

近いところですが､一泊で集まって､､ま

す､88歳の叔母が一人t='けにな,つてL,.チ
ました｡今年は叔母をっれていくので残こ,

念ですが欠席です､梅娘がいないと寂し

いかも知れませんかねウシ､シ-皆さんに

宜しくお顧いします｡ h4市 也女

今度入会したばかりです｡丁度そめ日

は都合が悪くて出席出女ません､又の秩

会をよろしくお節い申し上げます｡ I

ZJ市 ･東涯

平素､大変お世話になりありがとうご

ざいます｡日程の都合により不参加致し

ます｡ ･H市 男性

役貞の皆様ご苦労様です｡薬の効果が

のこっているときは足の動き長いですが

薬が切れたときはすくみ足があり不安な

ので欠席いたします｡ T市 男性

くみがなかなかとれずにいます､動かす 当日都合が悪く欠席します､御盛会を

と良くなる事があるので､機会を作って お祈りします｡ T村 女性
- 7-
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住まいと会場が遠いので今の体調での

出席は無理 T市 女性

事務かたてにはいっもお世話になって

ます､私も最近大腸癌の手術を致し､そ

の後体翁が悪く成り苦労してます､そん

な事で出席したいのですか出来ませんの

で申し訳ありません｡頑張りまして出席

出来るよになりたいです｡曹様によろし

くお顧い申し上げます. H市 女性

昨年から病人をかかえて生活しており

ますので外出が患う出席ません｡礎かな

交流会になるようお祈り致します｡

T町 女性

先日は有難うございました｡今回は欠

席ですみません｡又､いづれの日か望ん

で居ります｡今後とも宜しくお頗い致し

ます｡ N市 女性

健康状盟が今までよりON.OFの題

がはっきりしだし､足の指のシビレが思

いの外きつく糖尿もありその影書がある

と患っています｡体操など毎日意識的に

歩く事も兼ねてやっています｡今回は静

岡の高校の50周年で出席を出している

ため失礼します｡皆様に呉々も宜しくお

伝え下さい｡ T市 男性

なにかと専世掛 =.なります｡病気は変
わらずに日常生活それなりに過ごして居

ります｡ T市 女性

いつもお世話になってありがとうござ

います｡咋年の暮れに体韻を崩して家の

中を歩くにも国難になり外出出来ません｡

宜しくお話下さい｡会からの侍りがとて

も力になります｡ J町 女性

毎El家で妻の介奉を受けながら頑張っ

てます､どうぞ皆様もお体に気を付けて

お通し下さい｡ T村 男性

都合により参加できません､最近は上

半身のゆれが大きくなり､ロをバクバク

するようになりました､プール-適に2

回行っておりますo何とか自分で生活し

ております｡貴交涙金の発展をお祈り申

し上げます｡ T市 女性

体瀦悪くして入院中にて欠席致しますb

大変お世話になります｡

M市 男性

いつもお世話になりありがとうござい

ます｡大体卓椅子の生活になり介帯無し

では動けなくなりました｡皆様によろし

く｡ M市 男性

体調が無く欠席します｡ T市 男性

外泊無援鼓のため欠席致します｡

T市 男性

ご盛会をお祈りします｡ M市 男性

発病から10年になり､揮え示ある程 毎
度簸くな･,ていますが､マ.ドバー､シン

メトレル､カバサールを服用しステージ

皿に保っています｡半日の軽作業の仕事

を続けています｡会の成功をお祈りしま

す｡ T市 男性

いつも大変お世話になっております｡

15日は残念ながら都合がつかず出席出
来ません｡送って頂く友の会の会報が大

変参考になっています､お陰様で小康状

態を保っております｡ T市 男性
- 8-



いっもお世話になっております､今年

の顎は転倒が多くなり､散歩も随分と休

みました｡9月に入って少しずつ調子を

戻しつつの状態です｡折角の交沈金の誘

いなのに残念です､今は一日一日が無事

に過ぎる事を祈ってます｡もう少し前向

きに生きたいものです｡会報は楽しみで

す｡皆様によろしくつ｡ご盛会を祈りま

す｡ T市 男性

出席したいのですか体の蘭子がよくな

いので残念ですが出席出来ません｡楽し

い会になることを祈ってます｡

T市 女性

いつも格別なご寵度を撮り厚くお礼申

し上げます｡入院rTlで参加出来ず狭念で

す｡皆様によろしくお伝え下さい｡

H市 女性

お世話になります｡■今回も欠席します

ので宜しくお番いします｡K市 女性

歩行幽薄な為欠席させて頂きます｡

T市 男性
I

体調は不調です､最近よく転ぶように

なり｡家族が外山させてくれません残念

ながら欠席します｡皆様に宜しくお伝え

下さい｡ M市 男性

いつも連絡が遅くなって申しわけあり

ません｡今回は都合により欠席させて頂

きます｡盛会をお祈り致します｡

K市 女性

病状が悪化しているところ､転倒して

右方脱臼し弱り目にたたA.t)日､苦しい日々

が続いております｡介菱の妻の負担が大

きくなり困っています､交流会に出席で

きず残念です｡ M市 男性

いっもお世話になります､今年の暑さ

かさびしくお身体いかがでしたでしょう

か?

主人もお薬で頑張っております､少々

ですが進んでおります､9月18日のフォ

ーラムには出席させていただきます｡皆

様に宜しくお伝え下さい｡.T市 女性

家事都合で申し訳ありません｡

r -､･: "fI市 男敬

いっもお世掛 こなって 奉ります｡暑いミ

間は詣子が良かったですか｡秋風が吹き'･

調子がいまいちなので欠席しますこいつ.

も申し訳けありノ嘘瑚こ -1下町 ､女性
･.1>･一一 ■I

は芸芸:…雷雲 監吉野 去芸Z'諾 雷.I
ず申しなく残念におもって考ります{_一

一 -～.K市.1家族
～L-
. ヂ †

1避間の予定を示します､月喝E]ディ

サービス (バワニリハビリ､将棋､カラ

オケ､･その他)火 ･水 ･土 ･金喝日はリ

ハビリ (ス トレrッチ歩行別井1時臥 木

曜日診察､日曜日休み

いつもお世掛 こなり有り難うございま

す｡最近体調がよくないので残念ですが

欠席させて頂きます｡ Ⅰく市 男性
- 9-



パーキンソン病と私

この度､山口さんの勧めもあって始め

て患者 ･家族交流会に参加 しました｡

私より症状の重い方､介護のご家族も

いらっしゃいました｡宿泊は海辺のホテ

ル白亜紀です､名前の由来は､.白亜だ届

にちなんだと聞きました｡また､皇太子

さま雅子さまもご来県の折にご昼食にお

立寄りになられ､そのお写真が飾ってあ

りました｡私は大の皇室フTンそれも.G

しいことでした｡

楽しみの入浴は､台風の為薄暮の太平

洋は荒波でした､液消しブロックに砕け .

る波など昧めながらのんびりとしました｡

夕食後の峯会は､カラオケで盛り上が

りました｡支部宗さんご夫婦とりお話も

有意義でした｡

私の競漕は二産前頃無密議に!,:)し塁を
引きずり､前かかみで事も張らずに犬の

散歩をしていたのが症状の始まりでした

｡いろいろの医療凍関で診察しましたと

ころ本悪性娠せんの病名でした｡

そうこうしているうち友人から､家族

のパーキンソン病に倣ているから､専門

の日赤病院lD診寡を勧められました｡

邸､パーキンソン病と診断されました｡

予想はしておりましたが､頑の中は真っ

白でした.若い頃､医院で事務をしてい

ました｡直接患者さんは見ていませんが

兼房と児いていた程度でした｡

日赤病院の主治医から説明を受けたり

病院q)待合室t,=あ.8月本イーライリリー

:i,:tl'f::

クスや家庭医学書など許みあさ

笠闇市 市毛 アイ子

実を受け止めて生きてくしかありません｡

現在の診療は月一回の診某です｡内服薬

の治療から二年程すぎた現在では､病状

は進行してい7:iいと言われました｡周朗

の人達からも､症状はわからない軽拾っ

ているようと見守ってくれてます｡

今緊張すると左手が環える程度です｡

れ…;05雷夏空,73孟孟芸言誓 ?={芸芸.I; (,
毎日の生活は明るく過ごす事を心がけ

ております,毎晩プールで トレーニング｡

遇一度のお茶のお稽古｡市主催の歩く会､

友達とおしゃべり､主人と下手なゴルフ

など何でもやって､病状の進行を少 しで

も遅らすことが出来ればと､渠しみなが

ら日々を逼 っております｡

この度の患者 ･家族交沈金では､ー有意

義な鰭稀が沢山えられましたoI

帰りには近くの酒列磯先神社-もまい

りまLIif/o

会では器用にち卓柾で､きれいな小箱

を作ってくれた蔀さん､いつ,bお世話に

芸U7J;三丁警芸霊芝妄芸至芸志望SL宝I, 6･
ます｡

この病気について無知でした｡この現

- 10-



第20回調患者･家族交誼会

期 日 平成17年10月15日 (土)-16日 (日)

場 所 ひたちなか市営 ホテルニュー白亜だ (ひたちなか市横埼4604)

参加者 宿泊者22名 目帰着3名

(敬称略)

1 男の扉 竜ヶ崎市 石山 栄子

2 衝の灯り 那珂市

3 みちの雪 東海村

4北の雪虫 一石同市

5 しくらめんの香り 水戸市

6 さらば青春 那珂市 ､

7-北国の春 牛久市

8 小樽の人よ 笠間市

9 箱根^里の半次好 竜ヶ崎市 ､

10 東京ナイ トクラブ 笠間市

11 みだれ髪ミ ..石岡市

12 負けな㌧､で 一 .実野里町

13 浪花の女 ..案海村

14 気.まぐれ道中 竜ヶ崎市

寺門 正次

蔀 久以

清水 晴美

康志村 倍

寺門 正次

川口 弘容

滞引 義男

石山 栄子

蘇引 義男&笠間市 市毛アイ子

清水 晴美

石田 明美

蔀 ･･久以

石山 栄子

15 博多の女 笠間市 _ 蘇引 義男

16滴と涙と男と女 那珂市 寺門 正次 _

17 故郷 .参加者全点で

第20回支部患者 ･家族交流会参加者 I-1L

取手市 ･西村雅夫様 牛久市 ･川口弘客種 ･友部町 ･秋山とし子種二~貰

≡買主£長房技芸珂市苧望宗主誓芸昇瀞芸海村ヲ望冨主要芸晴讐 く諾 ヲ芸
富美様 つくば市 ･山中義一様ご夫妻様 龍ヶ崎市 ･石山要子艶毒筆罪

ょ芸芸警芸誓書 (冨孟'" ひ豊富芸で､冨去誓 …芸ご夫芸鎧 :･;-1宗 芸.チ
水戸市 ･鹿恵村悟様ご夫妻と娘さん 潮来市 ･窪ふさ様と娘孝,嶺･:露 還 t-,
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患者･家族交読会に参加しての感想文

こんにちは､こんど友の会に入会しま
した､どうぞよろしくお頼いします｡
先日､友の会支部の交流会に参加し､
楽しい日を過ごすことが出来感謝してお
ります｡
私がパーキンソン病であること､友の
会があることは知っていましたが､入会
する気持ちになったのは､最近体調の憩
い日が多くなり､一人で居ると暗い気持

ちになり､将来動けなくなったら･･･-･不

安とあせりと情けなくなり､自分でもど

うしょうもなく押しつぶされそうになり

ます､I

そんな自分の気持話せる人に合いたい

と思い入会を決意しました｡

この病気は進行が遅いと云われいます

が､潜らない病気で将来は動けなくなる

と患うと今でも自分では病気を静めたく

東海村 蔀 久以

ありません｡

体調の良いときは､仕事も普通に出来

ます､しかし体調の悪いときは､このま

まどうにかなってしまうのではと思うほ

どです｡

パーキンソン病友の会に入会して､同

芸雲雲冨芝警孟諾 冨芸三三去雲冨笠..汰

いました｡

交洗会に参加出来､皆様のお話を開い

て本当に良かった｡少し勇気が出て釆ま

した｡これからは､私も前向きに病気を

認めて､パーキンソン病と二人､あせら

ずにゆっくりとした気持ちで､将来の不

安はあっても､明るく周囲の人達にも理

解してもらえるように頑張って､今日と

.云う日を大切に生きて行きたいと思って

おります.,

- 12-



パーキンソ病との出会い

パーキンソン病という病という病気の

名前を知ったのは､今から20年はど前
になる｡昔から親しくている知人を久し

ぶりで訪ねた時のことである｡若い人連

は外出中で､おばあさんが一人留守番を

していた｡ "開口一番一私バーキンソ病

にんなってしまって､手が娠えお茶が入

りられないの､ご免ね､と言うわた｡そ

こではじめて､この病気の名前に出会っ

たわけてある｡

｢パーキンソン病ってどんな病気ですか｣

と聞いた｡おばあちゃんの話をまとめる

と｡①年寄りに多いこと､②声､そして

手足が振える｡､ただし､(かこの病気そ

のもので死このないとのことてあったO

これ以欲もパーキンソシ掛 こついて目

にする事はあったが､深く考える事もな

く私の認識としては小おばあちゃんのは

請_Lを越えるものではなかった｡もちろ

ん､これが､いわゆる国が定める建病の

-つであることも知らなかった｡rむし
ろ､命を取られろることがないなら (辛

実､先のおばあさんは90を過ぎて今も

健在である)少しくらい手足が振えたっ

ていいじ･p'ないのJなどと､極めて甘く

､あくまでもひと事として考えいた｡恥

ずかしい限りである｡しかも自分自身が

その宣告を受けることも知らず｡天罰と

言うべきか｡ 私が身体に､ r何かおか

しいなJIと感じ始めたのは6年前くらい

らであった｡それまで､私は病気らしい

病気は鐙がなくへ 入院の一日もなかった

水戸市鹿志村悟

ン一応完走し､
健康には十分自信があっ
た(つもりであった｡
)

始めは
､
ジョギングの靴の履き替え､
ラリッバの抜き差しに､
右足がスムーズ

に付いてこないことに気が付いた
｡r
お

かしいなjと思っているうちに､
右足を

引きずるようになった｡
戦場の亜美医に

相談したところ､
頑と脊髄のMR1枚査
を指示された
｡
結果は
､
rどちらにも異

常は見られない｡
あまり気にしないで様

子を見るようにJとのことで
､ここ
では

パーキンソンのバの字もでなかった｡rあまり気にしないでJと言われても
､
気

にならない牲ずはなく
､
そや後もいくつ
もの病院を訪れた
｡
そして､ついに
バ-
キンソン病であること宣告された｡
約5
年前である｡この
病気が
､
r襲在の医学

では治せない難病であり､
早い･遅いは

あっても確実に蕃化への題をたどる進行

性の恐ろしい病気であることを初めて知っ
た
｡
しばらくは身の不運を嘆くとともに

改めて自身の不明草恥じた｡
更に遇い討ちをかけるように,'I約3年

前から腰が曲がりはじめ､
今ではぜ5-シル

バーカー魚Lではどこえも
行けな;い状態

である｡
.

<､･,担当甲先生は､r康の
曲やミニり
と病気と

の関係はわからない｡
多分養うのではな

いか)と言われ､
こb原EEは
今も不明で

.i.
,ll:､ある｡付

会月の方で何か冊報をい
ただければ幸

いです｡Lt
30代後半から始めたジョギングも毎

日5Kmから7Kmを走し､フルマラソ
- 13-
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1Z版 由印 (24)

横
浜
市
の
内
EB
和
彦
さ
ん

(75
)
噂

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を

発
病
し
て
22
年
に
な
る
｡
症
状

は
進
ん
だ
が
､
食
事
や
ト
イ
レ

が
で
き
る
だ
け
1
人
で
で
き
る

よ
う
､
症
誓
抑
え
る
薬
の
服

用
時
間
や
丘
を
細
か
く

調
整
し
な
が
ら
生
椿
を

く
'
燕
で
症
状
を
故
事
さ
せ
る

が
､
進
行
事

壷
だ
き
り
に

な
っ
て
し
事
つ
｡

凄
く
な
る
と
､
医
療
機
関
に

か
か
る
た
め
に
外
出
す
る
の
注

難
し
い
｡
そ
れ
だ
け
に
在
宅
の

重
度
薯

に
は
､
往
診
は
不
可

欠
LJ)
山
田
さ
ん
は

｢適
切
な
薬
の

処
方
を
す
る
に
は
､
患
者
苧
ん

の
.体
的
や
生
海
の
状
感
を
見

て
､
話
を
聞
く
必
要
が
あ
り
ま

す
｣
と
言
う
｡
折
れ
る
と
､
診

察
し
な
が
'iY
実
姉
と
の
会
話

に
30
窪

け
一〇
.

和
誓

ん
は
､1
日
5
種
類
､

15
蕪
以
上
の
菅

脹
用
す
る
｡

薬
が
な
け
れ
ば
､
休
が
恩
う
よ

う
に
動
か
せ
な
い
し
､
逆
に
準

が
効
き
過
ぎ
予
と
'
体
が
勝
手

に
動
き
田
し

たり､幻
強
が
現

′

t...一
一
一
】
川

医 榛 ル ネ サ ン ス NQ3726

続
け
て
い
る
｡

妻
の
正
子
さ
ん
(71
)

は

｢
調
子
が
寒
い
と
､

日
中
で
も
ベ
ッ
ド
か
ら

起
き
ら
れ
な
い
時
も
あ

る
け
ど
､
藁
の
お
か
げ

で､介
護
の
手
を
休
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
｣

と
写
つ
｡

閑
病
の
力
強
い
支
え

が
'
月
2
回
往
診
し
て

く
れ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
診
薪
経
験
が
皇
宮

な
開
業
医
､
横
浜
神
経

闘病を支える

午
､
午
後
3
時
に
各
-
錠
｡
日

中
は
多
め
の
処
方
で
'
自
分
で

食
事
や
排
せ
つ
が
で
き
る
よ
う

薬
を
効
か
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

LJ.
態
肋
が
低
嘉

は

零
せ
減
竃
和
琴
んは蓮
1
日
､
日
中

は
老
人
福
祉
施
投
の
日

･

じ
っ
く
り
往
診
薬

を
調

整

帰
り
介
護
で
曹
-
な
体

操
や
ポ
ー
ル
を
使
っ
た

内
科
･
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

(横

浜
市
南
区
)
院
長
の
山
田
人
志

さ
ん
(49
)k
Jo

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
脳
の
神

経
伝
達
物
質
の
不
足
か
ら
､
体

S
革
え
､
動
き
の
鈍
さ
な
ど
の

症
状
が
出
る
進
行
性
の
病
気
｡

ま
L
y

完
治
さ
せ
る
方
法
は
な

れ
LJり
す
る
｡
薬
の
網
盤
が
医

師
の
腕
の
見
せ
所
だ
｡

症
状
を
抑
え
る
L
ド
ー
パ
と

い
う
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
が

基
本
で
､
朝
7
時
[)ろ
起
き
る

と
'
ま
ず
､
半
錠
を
飲
む
｡
朝

は

少
息
で
も
敷
き
が
良
く
､

朝

食
を
自
分
で
取
る
こ
と
が
で
き

る
9
そ
の
後
は
午
前
9
時
､
正

｢き
ょうは調子がい
い
で
す
ね
｣
o
由
田
和
彦
ttIん

(左)を往診す
る山
田
人
志
さ
ん
(横
浜
市
で
)

し 悪 霊器 量≡桑軍書等琶
ムネ ット｣ (http./Iwww.wA
mgo.jp/)で､神経内科を掲
げ､在宅医療を行うための一
定の基準を満たしたL_全国の医
尿機関か炭素できるD

ゲ
ー
ム
も
#
し
ん
で
い

る
｡
ま
た
､
数
か
月
T)と
に
-

週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

(短
期
宿
泊
)
を
利
用
し
'
正

子
さ
ん
は
介
護
か
象

れ
､
買

い
物
や
友
人
と
の
旅

行
に
出
か

け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

T
薬
を
上
手
に
噂
つ
こ
と
で
､

額
た
き
り
に
な
る
の
誉
防
ぎ
た

い
｣
と
山
田
さ
ん
｡

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の

深
い
知

稔
を
持
ち
､
患
者
や
家
族
の
状

態
を
熟
知
し
た
医
師
に
よ
る
き

め
細
か
な
診
療
が
､
患
者
の
状

態
を
最
良
に
保
ち
､
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
｡

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
に
､
長
年

に
わ
た
る
闘
病
を
支
え
る
医

帝
､
福
祉
､
患
者
の
取
り
魚
み

を
紹
介
す
る
｡

ご意見･情報を 〒100･8055読売新聞東京本社医療什帝都 FAXO3(3217)89BS lryou@yoJniuTicomへ
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(兼三種JB債物揮可 )

′b

JW

住
宅
の
2
階
で
､
5
.人
の
男

女
が
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い

る
.
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し

LJり
､
チ
ラ
シ
を
作
っ
た
り
｡

作
業
し
て
い
覆

30
歳
代

か
ら
50
歳
代
ま
で
の
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
熊
著
だ
｡

福
祉
作
業
所

｢ワ
-

作
巣
を
鳥
守
る
木
村
美
東
子
さ
ん
(左
)
--戻

庫
県
姫
路
市
の
｢ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
あ
け
び
｣
で

医 療 ル ネ サ ン ス Th3727

ク
ハ
ウ
ス
あ
け
び
｣は
､

兵
庫
県
姫
路
市
の
N
P

o
法
人

(特
定
非
営
利

清
勤
法
人
)
'rあ
け
び
｣

が
昨
年
4
月
に
全
国
で

初
め
て
､
若
年
発
症
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者

を
士左
対
象
に
開
設
し

LJOこ
の
病
気
は
､
体
の

震
え
や
こ
わ
ば
晶

出

た
り
､
動
作
が
遅
く
な

っ
LJり
す
季

Jと
が
避

け
ら

れず
､
徐
々
に
進

闘病を支える

国 高岩芸/of警 至Lfヂ病･･¢
患者らが通う日帰り介構施設

も併設するO兵庫県姫路市

北条宮の町215､℡0792･87･
1025､ファクス0792･87ヽ10260
ホームページ-http.//www
1.winknet.nejpI-akebi/

作
業
所
の
ス
ペ
ー
ス
は
､
木

村
さ
ん
が
勤
準
す
る
会
社
の
社

長
が
民
家
を
買
い
上
げ
､
安
く

貿
倍
す
る
形
で
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
｡
行
政
の
補
助
も
受

け
､
送
迎
用
の
車
も
購
入
し
､

開
所
に
こ
ぎ
つ
け
LJ.

.IJL=
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･
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行
して
い
く
｡
60
歳
以
上
が
中

心
だが
､
約
1
割
は
40
歳
未
満

で
発
症
す
る
｡

代
嚢
の
木
村
美
貴
子
さ
ん

(57
)は
､
白
身
も
8
年
前
に
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
診
断
さ
れ

uJo
職
場
の
理
解
も
あ
り
､
薬

を
飲
み
な
が
ら
事
務
脇
と
し
て

/A:.I

再
就
職
属
し
車
若
年
患
者

働
い
て
き
L
J｡
し
か
し
働
き
盛

19)す
人
は
か
な
り
い
る
の
で
は

LJO
不
自
由
な
体
は
運
送
関
係

り
で
発
症
し
た
患
者
仲
間
に

な
i
か
｣
と
木
村
さ
ん
O

｢患
､
の
仕
事
に
声
音

か
え
た
T
臆

は
､
同
じ
内
容
の
仕
事
が
で
き

な
く
な
り
､
退
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
<
も
い
る
O

｢象
に
閉
じ
こ
も
り
､
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
持
て
ず
に
過

者
の
居
場
所
に
な
り
､
再

就
職

嶺
の
仲
間
に
も
迷
惑
が
か
か

に
も
つ
な
が
る
壕
を
｣
と
'.
パ

り
､
自
分
が
邪
魔
者
の
よ
う
に

ソ
コ
ン
作
業
を
身
に
つ
け
る
こ

思
え
て
六

3
年
前
に
や
め
て

と
が
で
き
る
作
業
所
の
改
正
を

し
ま
っ
た
｡
ハ
ロ
ー
P
I
ク
(公

恩
い
立
っ
た
O

共
職
業
安
定
所
)
に
も
通
っ
た

が
､
病
気
が
壁
に
な
り
働
く
場

は
見
つ
か
)違

い
.

｢
近
所
の
日
も
あ
る
の
で
､

仕
事
も
な
く
家
に
い
る
の
は
苦

痛
だ
っ
た
｡
友
人
が
で
き
､
生

活
の
リ
ズ
ム
も
整
う
の
で
体
に

も
良
い
｣
と
話
す
.
パ
ソ
コ
ン

の
作
業
に
も
慣
れ
て
き
た
.

作
業
所
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在

10人
.
多
く
は
就
僻
を
希
望
し

てい
る
が
､
体
を
使
う
仕
草
は

難
し
く
､面
警

受
け
て
⊥W
い

つ
動
け
な
く
な
る
か
分
か
ら
な

い
｣
な
ど
と
言
わ
れ
､
再
就
職

へ
の
道
は
厳
し
い
｡
一
方
で
病

状
が
軽
い
と
､
障
害
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
も
で
き
ず
'
収
入

の
道
が
途
絶
え
て
し
亭
rl.

作
業
所
に
週
-
日
通
っ
て

も
､
収
入
は
月
1
万
円
程

度
に
し
か
な
ら
な
い
O
木

村
さ
ん
は

｢難
病
患
者
に

も
で
き
る
仕
草
が
あ
り
､

社
会
の
役
に
も
立
て
る
こ

とを

理
解
し
て
ほ
し
い
｣と
訴
え
る
｡

兵
庫
県
に
続
い
て
､
富
山
市

内
で
も
今
月
末
､
宮
山
県
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
が
作
業
所

を
開
設
す
る
｡
若
年
患
者
へ
の

支
援
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
O

過去の記事はhttp■//wwwyomlullCOJp/iry'叫/medllrenal/でこI削こなれます
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佐
賀
県
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

患
者
月
き
ん
(4
)が
､
歩
き
出

す
際
に
最
初
の
1
歩
を
踏
み
出

し
に
く
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
.の
は
1
年
ほ
ど

前
か
ら

だ
｡∴

トb3r128医療ルネサこ′ス

歩
こ
う
と
思
っ
て

も
､
上
体
だ
け
が
前
の

め
り
に
な
り
､
肝
心
の

足
が
前
に
出
ず
､
転
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
｡

｢す
く
み
足
｣
と

言
い
､
忍
者
の
半
数
近

く
に
現
れ
る
症
R

J.

B
さ
ん
は
自
宅
玄

関
､居
間
な
ど
の
床
に
､

歩
膚
に
合
わ
せ
て
白
い

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
張

っ
て
い
る
｡

｢目
印
を

ま
た
ぐ
よ
う
な
感
じ

で
､
足
が
前
に
出
挙
～

で
す
｣
O
意
識
を
集
中

す
る
対
象
が
あ
る
と
踏
み
出
し

や
す
い
｡

す
く
み
足
に
は
､
患
者
そ
れ

ぞ
れ
が
様
々
な
工
夫
で
対
処
し

て
い
る
｡外
出
中
は
占

印
の
テ

ー
プ
が
な
い
｡そ
こ
で
､
つ
え
の

先
に
つ
け
た
数
十
巧
の
ひ
も
で

横
線
を
作
り
､
足
を
踏
み
出
す

パ ~ 犠 闘病を支える
亥Uに頭貴効 き

萱淵
こ∵㍉サ:.::'･:

ッ
キ
｣
｡
手

元のボタンを
押

し
て
い
る
間

､つえの先塊
に

つ
い
LJ35
巧

のバーがパタ
ン

ー轟

に
倒
れ

る.それをま
LJ

ぎ
転
が
ーh歩

く.

手
で
リ
ズ

ムをとる代
わ
り

に
､
音
や

振動のリズムでl
の病を ま｢暗た
徳友問うバい ○
永のい｣ I室 !到
武会たとに 内 れ
重刑全い 足 で る
更意男 孟 宗 射 て

垂で 主 幕 孟 夏 t等
さま福 ン 聞 書き < 夜 赤いレ-ザ一光 (矢
､岡 ソ の て い 間 が一歩を踏み出すき
知 市 ン 話 し Oや 歩行補助つえr:始吟

国 憲諾 監禁 憾
込みで2万8000円)o会田)
の会鹿貨県支弼-℡0955..2
前9時-午後 6時)､1号
@yallOO･CO･jp-に申L,込む(

岩;ノ言説 議

け
る
心
配
は
な
い
｡

｢始
め
の

1
歩
｣
と
名
付
け
､
昨
年
か
ら

墜
死
を
始
め
LJO床
に
テ
ー
プ
を

｢最
初
の
｣

歩
｣
ひ

と

工

夫

張
っ
て
い
る
B
さ

ん
も
こ
の
つ
え
を

使
っ
て
い
る
｡
｢夜

践
す
る
｡
背
進
を
利
用
す
る
人

も
い
る
｡
手
を
た
た
い
て
も
､

同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
と
言

嘉

､
屋
外
で
は
ち
ょ
っ
と
や

り
に
く
い
｡

歩
行
補
助
の
商
品
も
販
舞
さ

れ
て
い
る
｡
バ
ー
が
内
蔵
さ
れ

た
､

｢パ
ー
キ
ン
ソ
ン
ス
テ

/し

歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
す

る
浜
補
機
器
も
あ
る
｡

｢ポ
ケ

ッ
ト
リ
ズ
ム
｣
が
そ
れ
｡
胸
の

ポ
ケ
ッ
ト
か
腱
に
つ
け
る
と
､

o
･
K
T
o
･
5
秒
に
設
定
し

LJ間
願
で
振
動
す
る
o

患
者
自
ら
が
開
発
し
た
改
良

型
歩
行
補
助
つ
え
も
登
場
し

り
合
い
の
医
師
と
共
同
で
､
レ

ー
ザ
ー
光
緑
を
利
用
し
た
つ
え

を
開
発
し
た
｡

･.

手
元
の
ス
イ

ッ
チ

を
押
す

と
､
つ
え
か
】h
東
巧
ほ
ど
前
に

赤
い
レ
ー
ザ
ー
光
が
線
状
に
出

る
0
線
を
ま
LJや
よ
う
に
足
を

出
す
O
(

完
ら
足
を
ひ
っ
か

中
に
ト
イ
レ
に
行
く
時
な
ど
､

障
奉
物
が
多
い
暗
い
室
内
で
も

安
心
｣
と
亭
r呑
､
屋
外
で
は

レ
ー
ザ
ー
光
が
見
え
に
く
い
弱

点
が
あ
る
O

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や

補
助
器
具
が
､
歩
行
を
支
え
て

く
れ
る
｡

テレビ版｢医療ルネサンス｣CS放送｢G+｣で放送中｡番組 表 は
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81山
県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友

の
会
革
帯
局
長
の
中
川
み
さ
こ

さ
ん
(34
)は
2
0
0
1
年
､
実

家
の
父
'
海
辺
邦
男
さ
ん
へ66
)

の
た
め
に
､
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
L
LJ.

当
時
､
邦
男
さ
ん
は

729

発
病
か
ら
6
年
｡
足
は

M

や
や
不
自
由
に
な
っ
て

い
た
が
､
食
事
や
ト
イ

レ
な
ど
日
常
の
生
活
は

医 榛 ル ネ サ ン ス

自
立
し
､
つ.曲
の
寝
室

と
-
階
の
居
間
の
行
き

来
も
で
き
た
｡
し
か
し

章
が
亡
く
な
り
､
一
人

暮
ら
し
に
な
る
の
で
､

中
川
さ
ん
は
､
よ
り
安

全
な
家
に
す
る
こ
と
を

苧
見
た
｡

ポ
イ
ン
ト
嘩

階
段

を
使
わ
ず
に
生
清
で
き

る
き
っ
､
-
階
居
間
を

闘病を支える

渡辺邦男さん (石)宅につけられた
夜店用エレベーター (富山市で)

国 環芸芸芸芸掛 こ軸 した住宅
福もヒ住環境コ-デイネ一･タ一･協会
ホームページ-http.Hwww.fJc
21.org/
障害や難病に配点した住宅建築､
改造を研究している各地の団体など
を紹介｡改造に役立つ手すりなどの
新魁品､専門家による蒔演会といっ
た催しも掲載している8

動
き
や
す
く
住
宅
改
造

寝
室
に
変
え
た
こ
と
｡
さ
ら
に

南
隣
に
ト
イ
レ
と
洗
面
台
を
増

築
｡
食
事
は
西
隣
の
台
所
で
取

る
の
で
､
数
歩
の
晦
朗
で
生
括

で
き
る
よ
う
に
L
LJC
足
を
引

っ
か
け
や
す
い
宜
は
板
張
り
に

し
､
段
差
を
な
く
し
､
階
段
に

は
手
す
り
を
つ
け
た
｡

食
事
な
ど
の
家
事
に
喝

毎

日
ヘ
ル
パ
ー
が
来
て
く
れ
る
｡

車
で
30
分
ほ
ど
の
所
に
住
む
中

川
さ
ん
は

｢
こ
れ
で
､
一
人
蕃

ら
し
で
も
安
心
｣
と
思
っ
LJC

と
こ
ろ
が
､
リ
フ
ォ
ー
ム
を

し
て
か
JiY
父
の
具
合
は
惹
く

な
っ
LJO
車
の
項
矢
と
家
の
変

化
が
抗
い
L
iJFJ
と
も
あ
っ
て

か
､
認
知
症
の
症
状
も
出
て
き

た
｡
ト
イ
レ
の
位
産
が
わ
か
ら

ず
､
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
う
ち

に
漏
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
も
重

な
っ
LJO

生
活
も
変
わ
っ
た
｡
台
所
で

食
事
を
終
え
る
と
､
隣
の
壌
案

で
す
ぐ
横
に
な
っ
て
し
ま
う
｡

以
前
は
､-
皆
の
居
間
と
台
所
､

Z
階
の
襲
室
を
移
動
し
て
い
た

が
､
リ
フ
ォ
ー
ム
後
は
-
階
の

-
部
屋
だ
け
｡
動
き
は
鈍
く
､

表
情
は
乏
し
く
な
っ
た
｡
中
川

さ
ん
は
｢移
動
が
少
な
け
れ
ば
､

転
倒
の
危
険
が
鷲

と
恩
っ
た

ん
で
す
が
､
失
敗
で
し
た
｣
と

写
つ
｡
そ
し
て
今
庄
は
､

｢動
き
や

す
い
家
を
｣
と
､
先
月
中
旬
ま

で
に
2
度
目
の
改
築
を
終
了
O

生
活
の
範
囲
を
広
げ
る
L
Jq

疲
葦
桔
リ
フ
ォ
ー
ム
r
と
同
じ

2
階
に
1声
し
た
o
LJi
r
足
が

弱
く
な
っ
て
い
る
の
で
､
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
LJo

完
成
か
ーh南
も
な
い
が
､｢父

の
動
き
や
裏
作
は
､
前
よ
り
生

き
生
き
し
て
い
る
｣
と
中
川
さ

ん
C
ヘ
ル
パ
ー
と
の
会
誌
i
)増

え
た
｡
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ

ず
､
階
誓

歩
く
こ
と
も
少
な

く
な
い
｡

横
浜
南
共
済
病
院
神
経
内
科

部
長
の
岡
田
雅
U
さ
ん
噂

｢日

常
の
活
動
を
高
め
る
こ
と
で
､

筋
力
の
学
兄
や
関
節
の
こ
わ
ば

り
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
.
早

れ
に
急
な
環
塀
の
変
化
は
認
知

症
の
進
行
を
招
く
こ
と
が
あ
る

の
で
'
段
階
的
な
改
造
が
望
ま

し
い
｣
と
指
摘
す
る
｡

ま
た
､
陣
奮
者
の
住
宅
改
造

に
詳
し
い
日
本
大
建
薬
学
科
教

授
の
野
村
賢

ん

(建
苧

蘭

早
)
は

｢リ
フ
ォ
ー
ム
は
､
病

気
の
進
行
に
伴
い
､
そ
の
都
度

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
o
障

嚢
の
状
態
や
生
活
習
傾
､
先
の

見
通
し
を
考
慮
に
入
れ
､
専
門

家
の
意
見
も
参
考
に
し
て
決
め

て
ほ
し
い
｣
と
諾
し
て
い
る
｡

退去の記事は http.//www_yomiurl.coJp/lryou/medl/lena.lJでご覧になれます
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｢私
が

障
害
者
?
｣

｡50歳

代
半
ば
の

パ
ー
キ
ン
ソ

ン病患

者
C
さ
ん
は
､
知
人
か
ら

｢
陣

容
年
金
J
の
受
給
姿
格
が
あ
り

そ
う
だ
と
聞
き
､
意
外
な
感
じ

が
し
た
｡
7
-
0
1
年
の
こ
と

/

た
J･17
歳
の
若
さ
で
発

L医 榛 JLIネ サ ン ス NQ3730

病
｡50
歳
前
後
か
毒

屈
か
す
く
ん
で
転
ぶ
こ

と
が
増
え
､
寝
て
い
る

時
間
が
長
く
な
っ
て
い

た
.
難
病
を
対
象
に
L

LJ特
定
疾
患
の
認
定
は

受
け
て
い
た
の
で
､
医

蘇
芳
は
無
料
の
担
い
｡

｢自
分
は
難
病
患
者
だ

け
ど
､
陣
善
書
左

思

っ
て
い
な
か
っ
た
｣
と

苦
実
す
る
｡

障
専
年
金
は
､
年
金

加
入
者
か
患
い
酵
杏
を

闘病を支える

す
｡パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
高
齢
に

な
っ
て
か
ら
蒔
く
な
る
人
が
多

い
｡
こ
の
L
Jq

患
者
に
陣
容

年
金
に
つ
い
て
の
情
報
が
広
く

伝
わ
ら
ず
､
受
給
の
可
能
性
が

あ
る
患
者
で
も
知
'h左
い
ま
ま

闘
病
を
就
け
る
人
孝

な

い
と
言
わ
れ
葛

受
給
の
条
件
は
､
降
車
の
電

度
に
加
え
'
発
病
以
前
に
年
金

に
加
入
し
､
保
険
料
を
き
ち
ん

と
払
っ
て
い
る
こ
と
｡

そ
れ
に
初
診
日
を
証
明
す
る

音
類
が
必
要
に
な
る
｡
病
気
が

責
Y
な
っ
て
か
ら
保
険
料
の
支

払
い
を
始
め
た
り
､
発
病
時
期

を
偽
っ
LJり
す
る
不
正
を
防
ぐ

LJめ
L
Ja
保
険
料
の
支
払
い
状

況
は
社
会
保
険
庁
が
把
振
し
て

い
る
の
で
､
初
診
日
と
突
き
合

わ
せ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
｡

(.き
ん
は
初
診
時
､
.保
険
料

を
納
め
る
必
芳

な
い
未
成
年

で
あ
っ
LJこ
と
を
旺
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
れ
が
容
易

で
は
な
か
っ
L
JO
初
野
は
罰
年

.

障
害
年
金
受
給
へ

〟助

っ

人

抱
え
た
嘩

65
歳
ま
で
申
請
が

可
能
で
'
認
定
さ
れ
れ
ば
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
｡
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
で
は
､
客
LJき
り
に

近
い
状

態
な
ら
ー
扱

(年
額
約

1
10
0
万
円
)
､
自
力
歩
行
が

難
し
く
な
る
と
2
櫛

(
同
約

80
万
円
)
の
認
定
夢
件
を
満
た

主婦 らに障群 金などの制度を説明する ｢梓替 牢金支漢
ネッ トワ､-ク｣所Jtの社会保険労務士 (東京 都内で)

前
､
近
所
の
内
科
医
院
で
受
け

uJ.
90
歳
の
医
師
に
問
い
合
わ

せ
た

がカ
ル
テ
は
な
い
｡
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
途
方
に
群
れ

た
｡

国 ク障≡孟宗芙琶歪芸去芸妄
( 題士が参加する｡無料電話相談は

℡0120･956･119(平 日午前10時･一
午後 4時)｡受給手続きに入ると
有料で､2万円態度の着手金や､
受給 した年:岳頭数か月分の成功報

酬などが必要になる○

そ
の
時
､
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
､
障
沓
年
金
受
給
を
支
壊
す

る
社
会
保
険
労
務
士
ら
で
作
る

N
P
O
法
人

(特
定
非
営
利
活

動
法
人
)

｢醸
専
年
金
支
寧
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
を
知
っ
た
｡

同
ネ
ッ
ト
か
ら
紹
介
さ
れ
L
J

社
労
士
が
I
か
月
か
け
､
通
院

し
た
10
か
所
近
く
の
医
療
機
関

を
当
た
っ
L
Jと
こ
ろ
､

18
歳
の
時
の
受
診
記
録

〃
が
大
学
病
院
に
残
っ
て

い
L
J.
*
類
を
撃
え
､

社
会
保
険
事
業
所
に
申
請
｡
2

0
5
3
年
8
月
か
ら
-
収
と
認

定
さ
u

J
.
｢自
分
で
は
書
類

を
見
つ
け
る
の
は
無
題
だ
っ

L
J｣
と
C
さ
ん
は
思
Vrto

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
則
会
長
の
清
徳
保
雄
さ
ん
は

｢患
者
自
身
が
F病
気
の
プ
D
J

の
自
覚
を
持
ち
､
医
療
､
福
祉

の
制
度
を
理
解
し
て
､
上
手
に

利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
｣
JJ広
す
｡
長
期
に
わ
た
る

闘
病
の
支
連
休
制
は
ま
だ
不
十

分
だ
｡

(石
塚
人
生
)

(次
は

｢病
院
の
実
力
･
血

額
が
ん
｣
)

1nn

ご意見･情報を 〒100･8055抹売新聞蕉京本社医療什搾滋 FAXO3(3217)8985 iryou㊥yorniuricomへ
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1971年8月7日帯3種郵便物許可 (毎月6回1の日･6日発行)

2005年11月16日発行 SSKA 通巻第53_ー77号

一事'務一局-I-葦l''Lj二

◇ 今年も署名 ･募金のお願いの時期がまいりました｡会最の皆様には大変ご苦労

をおかけしております｡日本難病 ･疾病琵体協議会の署名用紙と友の会の署名用

紙を2枚を別便 (全国会報103号)で送付 しました｡

友の会の方は10人に同じ人に2枚署名 (衆 ･参院長宛のため)をお顧いします｡

三軍慧諾 芸誓言*r芸｣(gr,詫 言孟子芸完 讐 …吉富芸芸芸芸三三苦;:妄言芸dF5
に送って下さい｡わか らない方は電話下さい∂ 】

◇ 当茨城県支部は来年支部結成20周年になりますo結成20周年記念欝21回支部発

会と記念医療講演を平成18年4月16日 (日)に国立持神 ･神速センタ一武萩病院

総長金沢一鉢先生を迎えて県軽合福祉会始コミニティホ-ルで開催 します｡

当号は先日､つ くば市ふれあいプラザにおてい開催 したフォーラムとひたちな

か市白亜鹿で行 った支部患者 ･家族交流会の記事を中心にまとめました｡原稿を

寄せて下さいました｡方々に感謝申し上げます｡また｡今回も表紙の紅葉の写実

は笠間市の綿引様が那須-出かけて写 して来て下さいました｡ S

編集者/全国パーキンソン病友の会茨城県支部

〒31510018 茨城県石岡市若松1丁目715

TELWAX0299-22-5580

トh7帥ス ympdOO28ybb_nc.jp

郵便振替口座番号 003O0-4-38042

発行者/特定非営利活動法人 ･障著者団体定期刊行物協会

〒157-0073 東京都世田谷区砧6-26-21

TEL, 03-3416-1698

FAX 03-3416-3129 (頒価 300円)
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